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第 4 章では、ラセミジオールを用いた分子内不斉 Nicholas 反応の開発を行い、高収率かつ
高いエナンチオ選択性で光学活性七員環エーテルを得ることに成功した。さらに、光学純度
を損なうことなく、生成物の誘導化を行うことに成功している。  
 
本研究の成果は、これまで報告例が限られていたキラルブレンステッド酸触媒を用いたエ
ナンチオ収束的不斉求核置換反応を実現したものである。本研究で得られた知見から、今後、
求核置換反応の特徴的な反応性を活かした新たな反応開拓や、不斉求核置換反応における立
体化学制御の機構解明に大いに貢献するものと期待される。  
これらの研究成果は、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有
することを示している。したがって、太田祐介氏提出の博士論文は，博士（理学）の学位論
文として合格と認める。 
 
